


















座・高円寺 1  2021 年 5 月 24 日 

【照明】 

1 

安全に劇場をお使いいただくために 
劇場使用における注意事項 

座・高円寺の技術スタッフは安全管理並びに付帯設備の取扱い説明を行います。 

劇場への機材搬入出、各作業等は利用者側で行うようにして下さい。 

座・高円寺１ 

≪事前の準備≫ 

 事前に図面を提出し、劇場照明担当者と打合わせを行ってください。特記事項がある場合は、添付の資料

を用意するか図面などに記載をお願いいたします。 

 ホール 1、2 の共有備品については事前にお問い合わせください。状況によりご使用いただけない場合が

ございますのでご了承ください。 

≪搬入時≫ 

 物量が多い場合は各セクションとの打合せを入念にしていただき、無理のない荷捌きをお願いします。 

 劇場正面の駐車スペースは、搬入出に関わる車両のみご利用いただけます。留置きはできませんの

で、搬入出完了後は近隣駐車場へ移動してください。 

 搬入エレベーターをご利用の際は、劇場担当者が操作を行いますのでお声がけください。 

≪仕込み≫ 

仕込み手順など他セクションとコミュニケーションをとり、周囲の安全に留意しながら進めて下さい。 

 仕込みやバラシ中にホール内に入る際は全員ヘルメットの着用をお願いいたしします。貸出用ヘル

メットのご用意もありますが、できるだけご持参ください。 

 舞台床面へのガムテープ・両面テープ・養生テープは床面を傷めてしまうので、リノリウム用テープもしくは

ビニールテープなどを使用してください。 

 バトン・トラスの昇降時には安全確保の為、下を通らないでください。昇降時は安全確認を行ってください。 

高所作業について 

 ブリッジ、ギャラリーでの作業と、直下での同時並行作業はできません。高所作業をする方は下にいる人

に必ず声をかけてから作業を始めてください。 

 シュート時も同様に直下での同時並行作業はできません。シュートに関わる方のみ立ち入りが可能

ですので、事前に作業の段取りを各セクションでご相談ください。 
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 安全確保のため、一つのブリッジで二つ以上のセクションが同時に作業することはご遠慮ください。 

 脚立を使用する際は高さを問わずヘルメットを着用し、下で補佐（脚立支え）する人を１人付けて使用してく

ださい。（補佐する人もヘルメットを着用） 

 高所作業台を使用する際は劇場担当者に操作方法を確認し、ヘルメット及び「墜落制止用器具」を使用し

てください。また、下で補佐をする人も必ずヘルメットを着用してください。 

 座・高円寺の照明では 2021 年 4 月より高所作業（ブリッジ・ギャラリー作業）においてフルハーネス型安全

帯（墜落制止用器具）の着用を開始することといたしました。座・高円寺機構の「劇場使用における注意事

項」に 22 年 4 月～とありますが、照明作業においては先行して必須といたします。よって「安全衛生特別

教育」を受講取得し、基準を満たしたフルハーネス型安全帯を装着した方のみがブリッジ、ギャラリー作業

が可能となります。 

 上記に際して劇場には貸し出し用のフルハーネス型安全帯はございませんので、ご持参ください。 

照明仕込み作業について 

 セイフティワイヤーは「アーム通し」で掛けてください。 

 ハンガー等のアクセサリーの付け替えはブリッジ内では行わずギャラリーのカーペット上でお願いします。 

 ギャラリーやブリッジなどで SF や自在ハンガー付きの灯体など長くて立てるとバランスの悪い灯体は 、

横に寝かせて置いてください。 

 工具を使用してハンガーを増し締めする事はご遠慮下さい。曲吊など強度が必要な場合はクランプハンガ

ーの利用をお願いします。その際はセイフティワイヤーの追加もご考慮下さい。予備のクランプハンガーは

劇場にございますので、劇場スタッフまでお声掛けください。 

 パーライトや FQH500W などの軽い灯体については、曲吊りの場合でもハンガーの交換は必要ありませ

んが、自在ハンガーなどを使用して曲吊りや煽る場合は鉄ハンガーをご利用ください。 

 立降ろしケーブルを結わえる際はビニールテープを使用せず紐を使用してください。ビニールテープは  

たるみを押さえる用途には使用可ですが、立降ろし元、立降ろし先など荷重のかかる部分には使用しない

でください。 

 バインド線はセイフティとしては使用不可です。セイフティワイヤーやチェーンなどを使用してください。 

 幕やその他の装置などと接近している機材は相応の距離（クリアランス）をとってください。 

 仮設トラス、バックバトンはタッパの決定後、地震を考慮した揺れ止め措置を講じます。 
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ステージ仕込みに関して 

 舞台前方に設置した機材は転倒防止措置（根釘、砂袋、ワイヤーなど）が必要です。おおむねお客様動線

から 1m 以内に設置のもの（お客様の手が届く範囲のもの）が対象となります。 

 その他ステージ上の機材も出演者スタッフ動線への配慮から同等の処置を施すことを推奨しています。 

 舞台前面及び機材と客席最前列の間には、避難経路確保のため 1ｍ以上の間隔が必要ですので通路

幅にご注意ください。 

 お客様動線をまたぐ形でのケーブル敷設はできません。工夫して配線してください。 

桁吊りについて 

 ワイヤー、スリング、シャックル、カラビナ等を正しく使用してください。ロープでの吊り下げは禁止です。 

 仮設トラス同様、地震に対する揺れ止め措置を講じていただく場合があります。 

≪客席内について≫ 

 仕込み及びリハーサル時を問わず客席での飲食は禁止です。搬入口スペースや楽屋でお願いします。 

また座面の保護の為、仕込み・稽古時など工具、機材等を客席座面に置かないようお願いします。 

≪バラシ≫ 

 楽日前日までにバラシミーティングを行います。おおまかなバラシの段取りを考えておいてください。 

 終演後、フロントスタッフが客席に埃除けのカバー掛けを行います。完了まで客席上空でのバラシ

作業はお待ちください。必ず劇場スタッフに確認してから上空作業を開始してください。 

 使用した劇場備品、機材は原状復帰をお願い致します。         

復帰については劇場照明担当者とともに確認しながら行ってください 

 

そのほかご不明な点や、記載のない事項についてはご相談ください 
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